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１　今年度の最終評価について

（１）学習指導

（２）児童生徒会活動

（３）進路指導
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・次年度も地域の企業や事業所から保護者が
　説明を聞ける機会や外部講師を迎えての
　授業等を設け、早期から進路意識が高まる
　ように、全校の保護者にも積極的な参加を
　呼び掛けていく。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の中で教
育活動には創意工夫が求められる。児童生徒
に対して学習活動が「分かりやすい」「丁寧
である」という観点を大切に取組が工夫され
るとよい。

児童生徒、保護者ともに昨年度と比べて評価
が低くなっている。その要因をふまえ全体に
周知されるとよい。

キャリア教育、進路指導についてはできるだ
け体験的な学習、実際に役立つ内容になると
よい。

・ホームページでの発信などの際に、どの活
　動が「児童生徒会活動」を指しているかが
　分かるような具体的な紹介の仕方を工夫を
　していく。

・「食育」「キャリア教育」などの観点も一
  層踏まえながら、児童生徒の興味関心や主
  体的な活動を促す授業の実践に、努めてい
  く。学習の様子や将来を見据えた支援の在
  り方について教員間の連携を図っていく。



２　学校運営への提言

（１）

（２）

（３）

（４）

ＩＣＴ機器の活用や有効な活用方法の研究、
紹介に期待している。

新型コロナウイルス感染症対策の一環として
「感染症」に対する「衛生教育」を進めて安
心できる学校教育を送れるようにするとよ
い。

ＰＴＡ活動では、多くの人が参加してもらえ
るような取組があるとよい。

外部講師の活用など、児童生徒への積極的な
キャリア教育を進めていただきたい。

・児童生徒用のタブレットが、一人一台配付
　されるため、これまでのＩＣＴ機器の活用
　に加えてより有効な活用方法を研究し、児
　童生徒の興味、関心を引き出していきた
　い。
・「３密」の回避や手洗い、マスクの着用な
　ど引き続き感染症対策に努めていく。感染
　症予防についてはそれぞれの発達段階に応
　じて機会あるごとに指導を行っていく。

・ＰＴＡ活動に 関心を持っていただけるよ
　うＰＴＡ理事会記録の配付や座談会報告を
　行う。マチコミメール等を利用してＰＴＡ
　活動への保護者の参加、協力の呼び掛けを
　行っていきたい。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止に努め
　ながら各学部年間２回のキャリアガイド教
　室、高等部においては年間3回実技指導ア
　ドバイザーによる指導を実施していく。


